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大成学園 大成高等学校

大成学園 大成高等学校

・明治21年(1888年) 創設

・全校生徒数 約1,300名

・普通科 文理進学コース / 特別進学コース 

/ 情報進学コースの３コースが設置

・指定校推薦、総合型選抜により大学に進学

する生徒が多い

・部活動が盛んで、とにかく生徒は元気
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研究背景
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情報Ⅰで求められている学び

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発

見・解決を行う学習活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術

を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。

資質・能力の育成のために、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

改善を単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して行う。

文部科学省（2018）学習指導要領解説 情報編
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生成AI利活用ガイドライン

文部科学省（2024）初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

適切であると考えられる例
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生成AI利活用ガイドライン

文部科学省（2024）初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

適切であると考えられる例

生成AIを学びの仲間の１
人して捉え、その仲間から
の意見を参考に，学びを
進める活動の例
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生成AI利活用ガイドライン

文部科学省（2024）初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

適切であると考えられる例

生成AIを学びのアドバイ
ザー（教師や先輩）として
活用する例
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生成AI利活用ガイドライン

文部科学省（2024）初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

適切でないと考えられる例
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生成AI利活用ガイドライン

文部科学省（2024）初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

適切でないと考えられる例

生成AIが何者なのかを知
らないままに使わせること
への懸念
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生成AI利活用ガイドライン

文部科学省（2024）初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

適切でないと考えられる例

「学び」という本質的な行為
自体を子供達から奪ってし
まうような活用の例
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学習者中心

生成AI中心 受動的

生成AIは
仲間

生成AIは
教員
先輩

協働 足場かけ
アドバイス

指導
指示

カンニング？

主体的

生成AI活用の２軸による分類 （森本 2023）
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学習者中心

生成AI中心 受動的

生成AIは
仲間

生成AIは
教員
先輩

協働 足場かけ
アドバイス

指導
指示

カンニング？

生成AI活用の２軸による分類 （森本 2023）

主体的
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生成AIを自由に活用させてしまうと、生

徒は闇雲に活用してしまうのでは..

問題解決での学びそのものが
奪われてしまうかも..

意見が広がらなかったり、まとまらなかった

り、進め方を考えられなかったり..
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高等学校情報科での生成AIを活用した実践例

大商学園高等学校
「情報社会の問題解決」の中でAIの特性を理解した上で、目的に合わせたプ
ロンプト（指示）を作成し、出力結果を分析・改善する授業

ロイロノート・スクールサポート：https://help.loilonote.app/--67bd73ec71357e72dbe82df9

山形県立酒田光陵高等学校
専門教科「情報セキュリティ」において、問題に対するセキュリティ評価について
自身の考えと生成AIの出力を比較し、最終的に自分で判断する授業

リーディングDXスクール事業【実践事例】：https://leadingdxschool.mext.go.jp/files/achieve_r5/ai/061000_08.pdf

情報Ⅰの問題解決における生成AIの活用方法について
議論が必要と考えられる
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児童が生成AIの役割を自ら切り替えながら
問題解決に取り組む授業実践 (坂本ほか 2024)

生成AIの役割を「仲間」「先生・先輩」として切り替えながら問題解決を進めるた

めの学習進行マップを活用した小学校での授業実践を行なった。

学習進行マップが学習活動を誘
導する手掛かりとなり、生成AIの
役割を切り替えながら学べた可
能性が明らかとなった
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「情報Ⅰ」の授業に学習進行マップを取り入れることで、

➢ 生徒が目的に応じて生成AIの役割を自ら切り替えて
活用できるのではないか

➢ 問題解決の学びが促進されるのではないか
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本研究の目的

高等学校情報科において生成AIを活用した
問題解決に取り組み、学びを促進させること

➢「情報Ⅰ」において、学習進行マップを活用し、生徒が生成AIの

役割を自ら切り替えながら問題解決に取り組む授業実践を行う

➢授業実践の評価を行う

具体的には，
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生徒が生成AIの役割を切り替えて
問題解決に取り組む方法
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生成AIの役割を切り替えて問題解決に取り組む方法

学習進行マップ
坂本誠・森本康彦（2024）児童が生成 AI の役割を自ら切り替えながら活用し問題解決に取り組む授業実践
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生成AIの役割を切り替えて問題解決に取り組む方法

学習進行マップ
坂本誠・森本康彦（2024）児童が生成 AI の役割を自ら切り替えながら活用し問題解決に取り組む授業実践

✓意見が欲しい

✓他者の考えが知りたい

✓相談相手が欲しい

✓協力を得ながら学習や作業
を行ないたい

新しい仲間の力を借りて
協働で問題解決する



大成学園 大成高等学校 21

生成AIの役割を切り替えて問題解決に取り組む方法

学習進行マップ
坂本誠・森本康彦（2024）児童が生成 AI の役割を自ら切り替えながら活用し問題解決に取り組む授業実践

✓ 新たな知識の詳しい説明を得た
い

✓ 技能の助けを得たい

✓ 専門家や経験者としての知恵を
借りたい

✓ 壁を乗り越えるための助言（選
択肢）を得たい

先生・先輩の支援を受けて、
壁を乗り越え問題解決を行う
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「情報Ⅰ」での授業実践
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授業実践の内容
実践の対象：

A高校 １年生 114名（３クラス） 「情報Ⅰ」

単元：

2024年度３学期 「情報セキュリティ」 の３時間 実教出版「最新情報Ⅰ」

内容：

１時間目：生成AIの特徴などを知り、大成高校の情報セキュリティを題材に生成AI
を活用した問題解決を図る。

２時間目：情報セキュリティポリシーや暗号化などの情報セキュリティを確保するため
の技術について知り、生成AIを活用した問題解決を進める。

３時間目：生成AIを活用した問題解決の発表する。生成AI活用について振り返る。
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使用する生成AI

・保護者の同意があれば18歳未満でも利用可能なMicrosoft Copilot

を活用

・管理職の許可が下りた１年生３クラスを対象に同意書を配布し、保護者

の同意を得て実践を行った
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教材として配布した学習進行マップ
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Class Notebookの活用

Microsoft365組織アカウントを持つ全ての教師，生徒が利用可能な，
Microsoft Teams上で使用できるOneNoteのこと

Teamsにおいて「クラス」として作成したチームで１つのClass Notebookを
使用でき，Class Notebookに入力した内容はSharePointを介して同期，
保存，管理される

Microsoft (2024) 



大成学園 大成高等学校 27

Class Notebookの構造

教員と全ての生徒が資料の
閲覧，共有，編集できるス
ペース

教員のみが資料を閲覧，編
集できるスペース

教員のみが資料を共有，編
集でき，生徒は閲覧のみで
きるスペース

教員と生徒本人のみがアクセ
スでき，資料を閲覧，編集
できるスペース
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１時間目の授業の流れ
１時間目
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１時間目の授業の流れ
１時間目
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生成AIができること／できないことを知る場面
１時間目
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生成AIが仲間／先生・先輩になることを知る場面

１時間目
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１時間目の授業の流れ
１時間目
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本単元での問題解決の題材

iPad

Class Notebookを

活用して教材を配布

１時間目



大成学園 大成高等学校 34

本単元での問題解決の題材

iPad

１時間目

Class Notebookを

活用して教材を配布
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生成AIを活用して問題解決を進める様子

学習進行マップ
の駒の位置

１時間目
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僕たちは今、自分たちの高校の情報セキュリティを高めるためにはどうすればいいのか考えていて、ウイルス対策ソフ
トの導入やフィルタリングをかけることでセキュリティが高まるだろうと考えているよ．他の視点からのアイデアはある？

グループの議論の現状 他のアイデアを求める

グループで
は出なかっ
た意見

１時間目
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パスワードについて自分た

ちでも調べて、具体的な

ルールを考える様子

１時間目
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生成AIを活用して問題解決を進める様子

学習進行マップ
の駒の位置

iPadの利用に関する
ルールを作れないか
な？
どこから考えていこう…

２時間目
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私たちは、自分たちの高校の情報セキュリティを高めるためにはどうすればいいのかについて考えています。生徒の
iPad利用のルールを考えているのですが、どう進めていけばいいか悩んでいます。どう進めればいいと思いますか？

足場かけを求める

学習の進め方の提案

２時間目
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生成AIから提示された、個

人情報の扱いやフィルタリン

グという視点から、グループで

再び話し合う様子

２時間目
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生成AIを活用して問題解決を進める様子

学習進行マップ
の駒の位置

２時間目

もう少し自分たちで考えて
みよ！
それでもだめだったら先生と
して相談してみよう
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２時間目

自分たちの高校の情報自分たちの通う高校のネットワークの過度な利用を解決するためにできることはないかを考
えています。学習目的以外のサイトにフィルタリングすることを考えたのですが、学習にも、そうじゃないことにも活用
できるサイトもあって、どうすればいいのか悩んでいます。どう考えていけばいいかアドバイスがほしいです。

足場かけを求める

考え方の提案
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２時間目

フィルタリングの「カテゴリ」に

着目し、フィルタリングの具体

的なルールについて話し合う

様子



大成学園 大成高等学校 44

グループでの問題解決の発表（一部抜粋）

３時間目
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生成AI利活用ガイドラインの作成

生成AIを活用した問題解決の中

で気づいたことを振り返り、グループ

で「私たちの生成AI利活用ガイド

ライン」を作成

配布した教材

３時間目
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生成AI利活用ガイドライン作成の様子

どんな場面で、
どういう風に使っ
ていたっけ？

気づいたら頼ってしまっ
ていた場面もあったけど、
やっぱり自分たちで考え
るのが大切だよね

３時間目
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生徒が作成した生成AI利活用ガイドライン
３時間目
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生徒が作成した生成AI利活用ガイドライン
３時間目
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授業実践の評価
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評価の内容
評価の目的：

「目的に応じて生成AIを活用できたか」、「問題解決の学びが促進されたか」
「生成AIの学びでの使い方を考えられたか」を明らかにする

対象：

実践の対象者114名のうち、回答が得られた110名

方法：

・生成AIを活用した問題解決の取組に関する項目２項目

・生成AI活用のタイミングに関する１項目

・生成AIの活用の仕方に関する２項目

・児童の学びが促進されたかに関する４項目

・生成AI利活用ガイドライン作成に関する項目１項目

の計10項目からなる質問紙を作成し、自由記述と合わせて実践の事後に調査
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質問項目(Ｎ=110) Min Max M SD 否定 肯定 p

１．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びは、取り組みやすかったと思う． 1.00 5.00 4.29 0.77 10 100 **

２．必要なタイミングを考えながら、生成AIを活用できたと思う． 1.00 5.00 4.19 0.86 14 96 **

３．目的に合わせて、生成AIにどんなことを聞くのかを考えることができたと思う． 1.00 5.00 4.21 0.88 20 90 **

４．目的に合わせて、生成AIが返してきた回答をどう受け取るかを考えることができたと思
う．

1.00 5.00 4.13 0.85 20 90 **

５．生成AIを活用することは、これまでの学習内容を復習したり、新しい知識を得ることに
つながったと思う．

1.00 5.00 4.17 0.81 24 86 **

６．生成AIを活用することは、グループでいろいろな考えを出したり、課題についてより深く
考えたりすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.33 0.77 12 98 **

７．生成AIを活用することは、グループで対話の進め方を工夫したり、考え方を工夫した
りすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.06 0.98 27 83 **

８．生成AIを活用することは、グループで納得いくまで対話したり、考えたりすることにつな
がったと思う．

1.00 5.00 3.73 0.89 47 63

９．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びをまたやってみたいと思う． 1.00 5.00 4.21 0.89 20 90 **

10．「私たちの生成AI利活用ガイドライン」を作成することは、生成AIの「学び」での使い
方を考えることに役立ったと思う．

1.00 5.00 4.51 0.62 2 108 **

* p < .05, ** p < .01

二項検定の結果
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質問項目(Ｎ=110) Min Max M SD 否定 肯定 p

１．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びは、取り組みやすかったと思う． 1.00 5.00 4.29 0.77 10 100 **

２．必要なタイミングを考えながら、生成AIを活用できたと思う． 1.00 5.00 4.19 0.86 14 96 **

３．目的に合わせて、生成AIにどんなことを聞くのかを考えることができたと思う． 1.00 5.00 4.21 0.88 20 90 **

４．目的に合わせて、生成AIが返してきた回答をどう受け取るかを考えることができたと思
う．

1.00 5.00 4.13 0.85 20 90 **

５．生成AIを活用することは、これまでの学習内容を復習したり、新しい知識を得ることに
つながったと思う．

1.00 5.00 4.17 0.81 24 86 **

６．生成AIを活用することは、グループでいろいろな考えを出したり、課題についてより深く
考えたりすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.33 0.77 12 98 **

７．生成AIを活用することは、グループで対話の進め方を工夫したり、考え方を工夫した
りすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.06 0.98 27 83 **

８．生成AIを活用することは、グループで納得いくまで対話したり、考えたりすることにつな
がったと思う．

1.00 5.00 3.73 0.89 47 63

９．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びをまたやってみたいと思う． 1.00 5.00 4.21 0.89 20 90 **

10．「私たちの生成AI利活用ガイドライン」を作成することは、生成AIの「学び」での使い
方を考えることに役立ったと思う．

1.00 5.00 4.51 0.62 2 108 **

* p < .05, ** p < .01

二項検定の結果

項目１～７、項目９、10に有意差が確認され、肯定的な結果が得られた
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質問項目(Ｎ=110) Min Max M SD 否定 肯定 p

１．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びは、取り組みやすかったと思う． 1.00 5.00 4.29 0.77 10 100 **

２．必要なタイミングを考えながら、生成AIを活用できたと思う． 1.00 5.00 4.19 0.86 14 96 **

３．目的に合わせて、生成AIにどんなことを聞くのかを考えることができたと思う． 1.00 5.00 4.21 0.88 20 90 **

４．目的に合わせて、生成AIが返してきた回答をどう受け取るかを考えることができたと思
う．

1.00 5.00 4.13 0.85 20 90 **

５．生成AIを活用することは、これまでの学習内容を復習したり、新しい知識を得ることに
つながったと思う．

1.00 5.00 4.17 0.81 24 86 **

６．生成AIを活用することは、グループでいろいろな考えを出したり、課題についてより深く
考えたりすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.33 0.77 12 98 **

７．生成AIを活用することは、グループで対話の進め方を工夫したり、考え方を工夫した
りすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.06 0.98 27 83 **

８．生成AIを活用することは、グループで納得いくまで対話したり、考えたりすることにつな
がったと思う．

1.00 5.00 3.73 0.89 47 63

９．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びをまたやってみたいと思う． 1.00 5.00 4.21 0.89 20 90 **

10．「私たちの生成AI利活用ガイドライン」を作成することは、生成AIの「学び」での使い
方を考えることに役立ったと思う．

1.00 5.00 4.51 0.62 2 108 **

* p < .05, ** p < .01

二項検定の結果

生徒は生成AIを活用した問題解決に取り組むことができ
今後も取り組みたいと思えた可能性
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質問項目(Ｎ=110) Min Max M SD 否定 肯定 p

１．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びは、取り組みやすかったと思う． 1.00 5.00 4.29 0.77 10 100 **

２．必要なタイミングを考えながら、生成AIを活用できたと思う． 1.00 5.00 4.19 0.86 14 96 **

３．目的に合わせて、生成AIにどんなことを聞くのかを考えることができたと思う． 1.00 5.00 4.21 0.88 20 90 **

４．目的に合わせて、生成AIが返してきた回答をどう受け取るかを考えることができたと思
う．

1.00 5.00 4.13 0.85 20 90 **

５．生成AIを活用することは、これまでの学習内容を復習したり、新しい知識を得ることに
つながったと思う．

1.00 5.00 4.17 0.81 24 86 **

６．生成AIを活用することは、グループでいろいろな考えを出したり、課題についてより深く
考えたりすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.33 0.77 12 98 **

７．生成AIを活用することは、グループで対話の進め方を工夫したり、考え方を工夫した
りすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.06 0.98 27 83 **

８．生成AIを活用することは、グループで納得いくまで対話したり、考えたりすることにつな
がったと思う．

1.00 5.00 3.73 0.89 47 63

９．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びをまたやってみたいと思う． 1.00 5.00 4.21 0.89 20 90 **

10．「私たちの生成AI利活用ガイドライン」を作成することは、生成AIの「学び」での使い
方を考えることに役立ったと思う．

1.00 5.00 4.51 0.62 2 108 **

* p < .05, ** p < .01

二項検定の結果

自由記述（一部抜粋）

・グループで問題解決をしているときに案が出なくなったら仲間の1人として生成AI
に聞くことによって新たな意見を得られ、問題解決を進められた

・グループでの会話や内容についての議論が進まなくなった時に、先輩のように手
助けしてくれるところがいいと思う

・・・・

学習進行マップを活用して、生徒が生成AIの役割を仲間／先生・先輩
として切り替えながら活用できた可能性
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質問項目(Ｎ=110) Min Max M SD 否定 肯定 p

１．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びは、取り組みやすかったと思う． 1.00 5.00 4.29 0.77 10 100 **

２．必要なタイミングを考えながら、生成AIを活用できたと思う． 1.00 5.00 4.19 0.86 14 96 **

３．目的に合わせて、生成AIにどんなことを聞くのかを考えることができたと思う． 1.00 5.00 4.21 0.88 20 90 **

４．目的に合わせて、生成AIが返してきた回答をどう受け取るかを考えることができたと思
う．

1.00 5.00 4.13 0.85 20 90 **

５．生成AIを活用することは、これまでの学習内容を復習したり、新しい知識を得ることに
つながったと思う．

1.00 5.00 4.17 0.81 24 86 **

６．生成AIを活用することは、グループでいろいろな考えを出したり、課題についてより深く
考えたりすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.33 0.77 12 98 **

７．生成AIを活用することは、グループで対話の進め方を工夫したり、考え方を工夫した
りすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.06 0.98 27 83 **

８．生成AIを活用することは、グループで納得いくまで対話したり、考えたりすることにつな
がったと思う．

1.00 5.00 3.73 0.89 47 63

９．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びをまたやってみたいと思う． 1.00 5.00 4.21 0.89 20 90 **

10．「私たちの生成AI利活用ガイドライン」を作成することは、生成AIの「学び」での使い
方を考えることに役立ったと思う．

1.00 5.00 4.51 0.62 2 108 **

* p < .05, ** p < .01

二項検定の結果
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自由記述（一部抜粋）

・自分たちで考えている時に、どうしてもこれ以上案が出てこない時に生成
AIを使うことでヒントを得られてまた新しい案が出せるところ

・生成AIがなかったらわからないことがあった時にそこで考えるのは終わりにし
てしまうことがあるけれど，生成AIがあることでその後もまだ考え続けること
ができるし，より深い考えを出すことができるようになった

・・・・

生徒が生成AIを活用して、問題解決におけるアイデアを広げたり、
普段なら問題解決が止まってしまう場面でも考え続けることができ
た可能性
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質問項目(Ｎ=110) Min Max M SD 否定 肯定 p

１．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びは、取り組みやすかったと思う． 1.00 5.00 4.29 0.77 10 100 **

２．必要なタイミングを考えながら、生成AIを活用できたと思う． 1.00 5.00 4.19 0.86 14 96 **

３．目的に合わせて、生成AIにどんなことを聞くのかを考えることができたと思う． 1.00 5.00 4.21 0.88 20 90 **

４．目的に合わせて、生成AIが返してきた回答をどう受け取るかを考えることができたと思
う．

1.00 5.00 4.13 0.85 20 90 **

５．生成AIを活用することは、これまでの学習内容を復習したり、新しい知識を得ることに
つながったと思う．

1.00 5.00 4.17 0.81 24 86 **

６．生成AIを活用することは、グループでいろいろな考えを出したり、課題についてより深く
考えたりすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.33 0.77 12 98 **

７．生成AIを活用することは、グループで対話の進め方を工夫したり、考え方を工夫した
りすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.06 0.98 27 83 **

８．生成AIを活用することは、グループで納得いくまで対話したり、考えたりすることにつな
がったと思う．

1.00 5.00 3.73 0.89 47 63

９．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びをまたやってみたいと思う． 1.00 5.00 4.21 0.89 20 90 **

10．「私たちの生成AI利活用ガイドライン」を作成することは、生成AIの「学び」での使い
方を考えることに役立ったと思う．

1.00 5.00 4.51 0.62 2 108 **

* p < .05, ** p < .01

二項検定の結果
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自由記述（一部抜粋）

・自分たちが実際に使ってみて感じたことや思ったことを書き出して，改めて
使い方を考えられたから

・生成AI利活用ガイドラインを作成することで，これまで学んできた生成AI
について再認識することができたし，どのように使用するのかなどを考えるい
い機会になったと思う

・全てをAIに頼ることは可能だが，ガイドラインを作ることによってAIはあくま
で私たちの学びをサポートする役割だというのを再認識できた

・・・・

学びでの生成AI活用を考えるきっかけとなり、生徒主体の生成AI
の使い方を考えられた可能性
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質問項目(Ｎ=110) Min Max M SD 否定 肯定 p

１．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びは、取り組みやすかったと思う． 1.00 5.00 4.29 0.77 10 100 **

２．必要なタイミングを考えながら、生成AIを活用できたと思う． 1.00 5.00 4.19 0.86 14 96 **

３．目的に合わせて、生成AIにどんなことを聞くのかを考えることができたと思う． 1.00 5.00 4.21 0.88 20 90 **

４．目的に合わせて、生成AIが返してきた回答をどう受け取るかを考えることができたと思
う．

1.00 5.00 4.13 0.85 20 90 **

５．生成AIを活用することは、これまでの学習内容を復習したり、新しい知識を得ることに
つながったと思う．

1.00 5.00 4.17 0.81 24 86 **

６．生成AIを活用することは、グループでいろいろな考えを出したり、課題についてより深く
考えたりすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.33 0.77 12 98 **

７．生成AIを活用することは、グループで対話の進め方を工夫したり、考え方を工夫した
りすることにつながったと思う．

1.00 5.00 4.06 0.98 27 83 **

８．生成AIを活用することは、グループで納得いくまで対話したり、考えたりすることにつな
がったと思う．

1.00 5.00 3.73 0.89 47 63

９．生成AIを活用しながら問題解決に取り組む学びをまたやってみたいと思う． 1.00 5.00 4.21 0.89 20 90 **

10．「私たちの生成AI利活用ガイドライン」を作成することは、生成AIの「学び」での使い
方を考えることに役立ったと思う．

1.00 5.00 4.51 0.62 2 108 **

* p < .05, ** p < .01

二項検定の結果
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難しかったことに関する自由記述（一部抜粋）

・自分たちの意見とは全く違う視点から解決策を提案され、どうしたら良いか
分からず、逆に議論が進まなくなる時があった

・専門的用語だったり，その分野に詳しすぎることが出たとき，意味を理解
するのが難しかった

・・・・

生成AIへのプロンプトを工夫したり、出力された文章を読み解く力
を高めたりする必要
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まとめ

高等学校情報科において生成AIを活用した
問題解決に取り組み、学びを促進させること

•普段なら意見が広がらなかったり、議論が止まってしまう場面でも問

題解決を続けられ、考えを深められた

•生徒主体の生成AIの学びでの使い方を考えられた可能性

➢生成AIの役割を仲間、先生・先輩として切り替える学習進行マップ

➢生成AIの学びでの使い方を考えるための「私たちの生成AI利活用

ガイドライン」の作成
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今後の展望

➢ 生徒が生成AIをどのような役割として活用しているのかをより認識す
るための支援

➢ 生成AIへ入力するプロンプトの検討

➢ データ活用やプログラミングにおける問題解決での生成AIの活用方
法の検討
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高等学校「情報Ⅰ」における生徒が生成AIの役割
を自ら切り替えて問題解決に取り組む授業の実践

萩原 浩平
大成学園 大成高等学校

2025年８月９日

第1８回全国高等学校情報教育研究会全国大会
A-4
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